【新潟税務署長賞】
子どもの未来を支える税金
　　　　 

新潟市立明訓中学校　
　　２年　滝本　結月 
　私には十歳下の弟がいる。弟が三歳児健診を受けた時に、視力の低下を指摘され、精密検査を勧められた。その後、眼科で精密検査を受けたところ、両目の屈折異常弱視と診断され、治療用眼鏡による矯正が必要となった。医師の話によると、「視力を高めるには、今のうちから治療を始めることがとても大切だ。治療用眼鏡をかけて、正しい情報を脳に伝えることで、鮮明に見えるようになる。」との説明があり、治療用眼鏡を使って、治療を始めることになった。
　弟の視力に異常があると分かったのは、「スポットビジョンスクリーナー」という検査機器のおかげだ。この機器のおかげで、瞬時に異常の可能性が発見され、精密検査や治療につなげることができた。このような医療機器や検査は、人々の健康を守る上で大切な役割を果たしていると感じ、幼い頃からの治療は、将来の視力に大きく影響することを学んだ。
三歳児検診などの公的サービスは、国の皆様が納めた税金が使われている。また、治療用眼鏡は、条件を満たせば健康保険の給付を受けることができる。私は今まで、税金はただ納めるだけだと思っていた。しかし、普段何気なく利用している公的サービスが多くの人々の生活を支えていて、より良い未来を作るために大切であるということに気づかされた。もしこのような公的サービスや支援がなければ、検診や医療費の負担が大きくなり、必要な治療を受けることをためらう人が増えるかもしれない。このようなことになっていないのは、公的医療保険制度によって、実際にかかった医療費よりも自己負担額を抑えて治療を受けられるからだ。この制度があることで、経済的な理由で治療を諦めてしまう人を減らすことができ、誰もが安心して暮らせると思う。
　弟は将来、消防士になるのが夢だ。しかし、消防士は矯正視力を含む視力に一定の基準がある。弟は、この夢を叶えるために治療を頑張っている。弟のように、治療を受けている子供たちも夢に向かって努力していると思う。このような子供たちを支えるために、これからも税金が有効に使われ、一人でも多くの子供が安心して暮らせる社会になってほしい。そのために、私たち一人一人が税金の大切さを理解し、支え合う社会を作ることが大切だと思う。今回の経験を通して、税金は一人一人の未来や夢を支える大きな力なのだと実感した。
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